
 指導方法等の改善計画について 〔国語科〕                   坂町立坂中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国学力・学習状況調査 本年度正答率 全国学力・学習状況調査 正答率と本年度の結果について 

・国語の教科全体の正答率は 68％であり，全国や広島県の平均正答率を約３ポイント上回った。国語

の基礎的な学力は概ね定着している。 

・「敬語」の理解に関して課題がある。「当日は開始時刻の 10 分前に行く予定です。」の「行く」を，

「伺う」「参る」等の適切な敬語に書き直し，その敬語の種類として「謙譲語」を選択する問題にお

いて，全国の正答率を 4.2 ポイント，広島県の正答率を 1.6 ポイント下回っていた。 

・問題形式では，記述式の平均正答率が，他の短答式や選択式に比べて 63.9％と低く，書くことに課

題がみられた。 

 

本校 広島県 全国 

68％ 65％ 64.6％ 

 

 重点課題 重点課題に対応した改善指導内容及び方法 

・「敬語」の理解に関して課題がある。「行く」の謙譲語として「行か

れる」という誤答が多くみられた。「伺う」「参る」という謙譲語を

日常生活であまり使用しないため，適切な敬語に書き直すること

に課題があったと考える。また，動作主が「私」であるにも関わら

ず，「私」という主語が問題文に省略されているため，動作主を認

識できず「謙譲語」を選択できない生徒がいたとも考えられる。 

・記述式の平均正答率が，短答式（74.0％）や選択式（67.2％）に比

べて低く，63.9％である。書くことに苦手意識があると考える。 

 

 

・国語の授業において，敬語に関する問題をはじめとする，言語に重点を置い

た帯学習を行う。 

・小テストや定期試験等で，再度「敬語」の問題を出題し，平均正答率の変化

を確認し，改善を図る。 

・複数の資料から，自分の意見を述べる意見文や，複数の資料を比較し，多面

的にものごとを捉える批評文など，「書く」ことに特化した単元や機会を多

く設ける。 



指導方法等の改善計画について 〔数学科〕                 坂町立坂中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国学力・学習状況調査 本年度正答率 全国学力・学習状況調査 正答率と本年度の結果について 

・数学の教科全体の正答率は 62％であり，全国や広島県の平均正答率を約５ポイント上

回った。領域別にも, 数と式 74.0％，図形 53.9％，関数 57.3％，資料の活用 58.9％

であり，いずれの項目も全国や広島県の平均正答率を上回っている。数学の基礎的な

学力は概ね定着している。 

・問題別では，３問が全国や広島県の正答率を下回った。いずれも記述式の問題であっ

た。 

 

本校 広島県 全国 

62％ 57％ 57.2％ 

 

 重点課題 重点課題に対応した改善指導内容及び方法 

・グラフや表の特徴を基に理由を説明する際に，データの

傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明す

ることができていなかった。 

・図形の性質を説明する際に，説明に必要な複数の事柄の

うち，いくつかの事柄が不足していた。 

・「事柄や事実」，「方法や手順」，「理由」のどれを説明させるのか，区別して指導していく。特に課題であ

った「理由」を説明する際には，説明の型として「根拠」と「成り立つ事柄」を示すよう指導する。 

・説明の根拠となる情報を読み取り，記述する必要がある。授業で生徒がデータの傾向を捉えて説明する機

会を増やし，定期試験等で評価・分析する。その際に，グラフからわかることを書き出すなど，多様な読

み取りを行う活動を取り入れる。 

・平行四辺形の性質と平行四辺形になるための条件を整理し，理解させる。また２年生の三角形や四角形の

様々な定義・定理についても再度確認する。３年生の図形の授業の最初に，１・２年生の図形の内容の小

テストを行い，課題を確認し，単元テストで定着を図る。 



指導方法等の改善計画について 〔質問紙調査〕                   坂町立坂中学校 

（１）生活・学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童・生徒の回答についての課題（現状値） 今後の具体的な取組の内容 

質問番号（７）将来の夢や目標を持っていますか。（肯定的評 

価 70.2％） 

質問番号（１７）家で自分で計画を立てて勉強をしています 

か。（肯定的評価 61.6％） 

 

質問番号（７）：総合的な学習の時間の防災学習や進路学習を通して，具体的な将来がイ

メージできるような振り返りの場を設定する。 

質問番号（１７）：具体的な計画の立て方を提示する。毎カレンダーの活用や定期試験前

の学習計画を活用する。 

 国語 児童・生徒の回答についての課題（現状値） 授業改善の方向性や具体的な取組 

（４３）国語の勉強は好きですか（肯定的評価 61.6％） 

 

生徒の興味を持つ導入の工夫や，ICT を使った授業の工夫を行う。 

 算数・数学 児童・生徒の回答についての課題

（現状値） 

授業改善の方向性や具体的な取組 

（５４）数学の授業の内容はよく分かりますか。（肯定的評価

83.6%） 

・板書に対応させた補助プリントを活用する。 

・導入を工夫する。本時で理解すべき問題を提示・説明し，目的を明確にする。 


